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第５期いわき市障害福祉計画の実施状況（障害福祉サービス）

計画値 639 737 752 767

実績値 718 730 747 730

計画比 99.1% 99.3% 95.2%

計画値 15,134 11,503 11,618 11,734

実績値 11,386 12,038 12,503 12,524

計画比 104.7% 107.6% 106.7%

計画値 1,009 831 848 866

実績値 800 826 835 828

計画比 99.4% 98.5% 95.6%

計画値 17,258 15,088 15,390 15,698

実績値 14,603 14,616 14,844 14,789

計画比 96.9% 96.5% 94.2%

計画値 1 3 3 3

実績値 1 3 2 2

計画比 100.0% 66.7% 66.7%

計画値 19 14 14 14

実績値 14 23 10 27

計画比 164.3% 71.4% 192.9%

区分 サービス名 事業の内容
第５期障害福祉計画

計画における見込量確保のための方策
計画期間中の
実績の状況Ｈ30 R1 R2

指標 H29実績

訪
問
系
サ
ー

ビ
ス

利用量
（時間/月）

居宅介護等
（居宅介護、重度訪問
介護、同行援護、行動
援護、重度障害者等
包括支援）

【居宅介護】
自宅で、入浴、排せつ、食事の介護などを行
います。

【重度訪問介護】
重度の肢体不自由、知的障がい又は精神障
がいの人で常に介護を要する人に対して、
自宅で、入浴、排せつ、食事の介護、外出時
における移動支援などを総合的に行いま
す。

【同行援護】
視覚障がいにより、移動が困難な人に外出
時に同行し、移動に必要な情報を提供すると
ともに、外出する際の必要な援助を行いま
す。

【行動援護】
自己判断能力が制限されている人が行動す
るときに、危険を回避するために必要な支援
や、外出支援を行います。

【重度障害者等包括支援】
介護の必要性がとても高い人に、居宅介護
等複数のサービスを包括的に行います。

利用量
（日/月）日

中
活
動
系
サ
ー

ビ
ス

生活介護

常に介護を必要とする人に、昼間、入浴、排
せつ、食事の介護などを行うとともに、創作
的活動または生産活動の機会を提供しま
す。

利用者数
（人）

利用者数
（人）

　居宅介護事業所における介護従事者
等を確保し、サービス提供体制を整備
するため、介護保険事業所への共生型
サービスの提供について必要な情報提
供に努めるなど、サービス提供事業所
の参入促進を図ります。
　重度訪問介護の訪問先拡大に伴い、
今後のサービス見込量の拡大に対応し
たサービス提供量の確保に努めます。

　利用者数は計画値を下回ったもの
の、利用量は計画値を上回りました。
　なお、年度間で比較すると、一人当た
りの利用量はほぼ横ばいとなっていま
す。

自立訓練（機能訓練）
自立した日常生活または社会生活ができる
よう一定期間、身体機能または生活能力の
向上のために必要な訓練を行います。

　入浴の機会の確保等のニーズを的確
に捉えながら、障がいのある方の日中
活動の場の確保に努めます。
　共生型サービスの提供について、介
護保険事業者へ必要な情報提供に努
めるなどして参入促進を図ります。ま
た、既存の障害福祉サービス事業所の
定員拡大や新規事業所の参入を促す
などにより、見込量が確保できるよう努
めます。
　就労定着支援の提供について、既存
の就労移行事業所等へ必要な情報提
供に努めるなどして参入促進を図りま
す。

　利用者数、利用量ともに計画値を下
回りました。
　なお、年度間で比較すると、利用者
数、利用量ともにほぼ横ばいとなってい
ます。

利用者数
（人）

　利用者数は計画値を下回りましたが、
利用量は計画値を上回りました。
　なお、年度間で比較すると、利用者数
はほぼ横ばいとなっています。

利用量
（日/月）
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区分 サービス名 事業の内容
第５期障害福祉計画

計画における見込量確保のための方策
計画期間中の
実績の状況Ｈ30 R1 R2

指標 H29実績

計画値 - 39 47 56

実績値 - 38 49 59

計画比 97.4% 104.3% 105.4%

計画値 - 250 288 332

実績値 - 253 323 455

計画比 101.2% 112.2% 137.0%

計画値 - 17 17 17

実績値 - 15 18 15

計画比 88.2% 105.9% 88.2%

計画値 - 309 309 309

実績値 - 303 388 323

計画比 98.1% 125.6% 104.5%

計画値 104 172 205 244

実績値 126 140 140 148

計画比 81.4% 68.3% 60.7%

計画値 648 1,237 1,299 1,364

実績値 1,172 1,027 908 1,299

計画比 83.0% 69.9% 95.2%

利用者数
（人）

　利用者数は計画値を下回りましたが、
利用量は計画を上回りました。
　なお、年度間で比較すると、規則性は
ないものの、一人あたりの平均利用量
に大きな変化はありませんでした。

利用量
（日/月）

日
中
活
動
系
サ
ー

ビ
ス

自立訓練（生活訓練）

自立した日常生活または社会生活ができる
よう一定期間、身体機能または生活能力の
向上のために必要な訓練を行います。

宿泊型自立訓練

居住の場を提供するとともに、家事等の日常
生活能力を向上させるための支援、生活等
に関する相談及び助言その他の必要な支援
を行います。

就労移行支援

一般企業への就労を希望する人に、一定期
間における生産活動やその他の活動の機会
の提供、就労に必要な知識及び能力の向上
のための訓練を行います。

利用者数
（人）

　入浴の機会の確保等のニーズを的確
に捉えながら、障がいのある方の日中
活動の場の確保に努めます。
　共生型サービスの提供について、介
護保険事業者へ必要な情報提供に努
めるなどして参入促進を図ります。ま
た、既存の障害福祉サービス事業所の
定員拡大や新規事業所の参入を促す
などにより、見込量が確保できるよう努
めます。
　就労定着支援の提供について、既存
の就労移行事業所等へ必要な情報提
供に努めるなどして参入促進を図りま
す。

　利用者数、利用量ともに計画値を上
回りました。
　なお、年度間で比較すると、利用者、
利用量ともに増加しています。

利用量
（日/月）

利用者数
（人）

　利用者数、利用量ともに計画値を下
回りました。
　なお、年度間で比較すると、令和２年
度は利用者数、利用量ともに増加して
います。

利用量
（日/月）
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区分 サービス名 事業の内容
第５期障害福祉計画

計画における見込量確保のための方策
計画期間中の
実績の状況Ｈ30 R1 R2

指標 H29実績

計画値 53 74 89 107

実績値 43 77 117 119

計画比 104.1% 131.5% 111.2%

計画値 1,199 708 765 827

実績値 647 888 1,639 1,776

計画比 125.4% 214.2% 214.8%

計画値 565 622 636 649

実績値 611 643 649 676

計画比 103.4% 102.0% 104.2%

計画値 10,422 10,562 10,893 11,217

実績値 10,099 10,607 10,599 11,100

計画比 100.4% 97.3% 99.0%

計画値 - 21 42 63

実績値 - 0 6 14

計画比 0.0% 14.3% 22.2%

計画値 59 55 55 55

実績値 55 58 71 69

計画比 105.5% 129.1% 125.5%

　利用者数は計画値を上回りましたが、
利用量は計画値を下回りました。
　なお、年度間で比較すると、利用者
数、利用量ともに増加しています。

利用量
（日/月）

就労定着支援

就労移行支援等の利用を経て、一般就労へ
移行した障がいのある方で就労に伴う環境
変化により生活面の課題が生じている方に、
就労に伴う生活面の課題に対応できるよう
に、事業所・家族との連絡調整等の支援を
一定の期間にわたり行います。

利用者数
（人）

　利用者数は計画を下回ったものの、Ｒ
１年から利用が開始され、増加していま
す。

日
中
活
動
系
サ
ー

ビ
ス

就労継続支援Ａ型
一般企業等での就労が困難な人に、働く場
を提供するとともに、知識及び能力の向上の
ために必要な訓練を行います。

利用者数
（人）

　入浴の機会の確保等のニーズを的確
に捉えながら、障がいのある方の日中
活動の場の確保に努めます。
　共生型サービスの提供について、介
護保険事業者へ必要な情報提供に努
めるなどして参入促進を図ります。ま
た、既存の障害福祉サービス事業所の
定員拡大や新規事業所の参入を促す
などにより、見込量が確保できるよう努
めます。
　就労定着支援の提供について、既存
の就労移行事業所等へ必要な情報提
供に努めるなどして参入促進を図りま
す。

　利用者数、利用量ともに計画値を上
回りました。
　なお、年度間で比較すると、利用者
数、利用量ともに増加しています。

利用量
（日/月）

就労継続支援Ｂ型
一般企業等での就労が困難な人に、働く場
を提供するとともに、知識及び能力の向上の
ために必要な訓練を行います。

利用者数
（人）

療養介護
医療と常時介護を必要とする人に、医療機
関で機能訓練、療養上の管理、看護、介護
及び日常生活の世話を行います。

利用者数
（人）

　利用者数は計画値を上回りました。
　いわき病院の増床によるものです。
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区分 サービス名 事業の内容
第５期障害福祉計画

計画における見込量確保のための方策
計画期間中の
実績の状況Ｈ30 R1 R2

指標 H29実績

計画値 93 200 219 219

実績値 184 180 178 123

計画比 90.0% 81.3% 56.2%

計画値 441 615 667 720

実績値 525 482 509 298

計画比 78.4% 76.3% 41.4%

計画値 - 20 33 46

実績値 - 2 5 14

計画比 10.0% 15.2% 30.4%

計画値 446 363 374 387

実績値 340 333 337 351

計画比 91.7% 90.1% 90.7%

計画値 315 346 343 340

実績値 348 335 331 317

計画比 96.8% 96.5% 93.2%

計画値 2,060 1,871 2,073 2,275

実績値 1,581 1,638 1,679 1,696

計画比 87.5% 81.0% 74.5%

計画値 8 15 15 15

実績値 2 0 0 2

計画比 0.0% 0.0% 13.3%

計画値 8 51 62 74

実績値 34 39 38 36

計画比 76.5% 61.3% 48.6%

日
中
活
動
系
サ
ー

ビ
ス

短期入所（福祉型、医
療型）

自宅で介護する人が病気などの場合等に短
期間、夜間も含め施設で入浴、排せつ、食事
の介護などを行います。

利用者数
（人）

　入浴の機会の確保等のニーズを的確
に捉えながら、障がいのある方の日中
活動の場の確保に努めます。
　共生型サービスの提供について、介
護保険事業者へ必要な情報提供に努
めるなどして参入促進を図ります。ま
た、既存の障害福祉サービス事業所の
定員拡大や新規事業所の参入を促す
などにより、見込量が確保できるよう努
めます。
　就労定着支援の提供について、既存
の就労移行事業所等へ必要な情報提
供に努めるなどして参入促進を図りま
す。

　利用者数、利用量ともに計画値を下
回りました。
　年度間で比較すると、令和２年度が利
用者、利用量ともに減少しており、新型
コロナウイルス感染症の影響により利
用の控えが要因の一つと考えられま
す。

共同生活援助

共同生活援助（グループホーム）で就労し、
または就労継続支援などの日中活動を利用
している障がいのある人であって、日常生活
上の援助を必要とする人を対象に、地域に
おいて自立した日常生活に向けて援助を行
います。

利用量
（日/月）

居
住
系
サ
ー

ビ
ス

自立生活援助

障害者支援施設やグループホーム等を利用
した障がいのある方で一人暮らしを希望する
方に、本人の意思を尊重した地域生活を支
援するため、定期的に利用者の居宅を訪問
し、必要な助言や医療機関等との連絡調整
を行います。

利用者数
（人）

利用者数
（人）

　共同生活援助については、障害者支援施
設や精神科病院等からの地域生活への移
行の実績を踏まえ、障がいのある方のニー
ズを的確にとらえ、障がいのある方が地域で
生活する居住の場を確保するため、今後も
事業所の参入促進にと努めます。また、重度
の障がいのある方が利用できるよう必要な
支援に努めます。

　利用者数は計画値を下回りました。
　なお、年度間で比較すると、利用者数
は増加しています。

　自立生活援助の提供について、既存
の共同生活援助事業所等へ必要な情
報提供に努めるなどして参入促進を図
ります。

　利用者数は計画値を下回りました。
　なお、年度間で比較すると、利用者数
は増加しています。

利用者数
（人）

　施設入所者の地域移行をすすめてい
くとともに、必要な人が利用できるよう、
サービス提供の充実に努めます。

　利用者数は計画値を下回りました。
　なお、年度間で比較すると、利用者数
は減少しています。

施設入所支援

自立訓練もしくは就労移行支援の対象者の
うち、生活能力により単身での生活が困難な
人、地域の社会資源などの状況により通所
することが困難な人、または生活介護の対
象者に対して夜間や休日、入浴、排せつ、食
事の介護などを行います。

相
談
支
援

計画相談支援

障害福祉サービスを申請した障がい者（児）
について、サービス等利用計画の作成、及
び支給決定後のサービス等利用計画の見
直し（モニタリング）を行います。

地域定着支援

施設や病院から地域生活へ移行した人や家
族との同居から一人暮らしに移行した障害
のある人などに対し、障がいの特性に起因し
て生じる緊急の事態等に常時、相談や対応
を行います。

利用者数
（人）

　利用者数は計画を下回っています。
　また、年度間で比較すると、ほぼ横ば
いとなっています。

地域移行支援

障害者支援施設等に入所している人または
入院している精神障がいのある人を対象
に、地域生活に移行するための相談や住居
の確保、サービス提供事業所への同行支援
等を行います。

利用者数
（人）

　利用者数は計画値を下回りましたが、
計画期間最終年に実績がありました。

利用者数
（人/月）

　障害福祉サービスを適切に利用でき
るよう、新規事業所の参入を促し相談
支援専門員の人員の確保を図るととも
に、研修会や意見交換会を開催するな
ど相談支援専門員の質の向上及び平
準化に努めます。
　障がいのある方の地域移行の一層の
促進を図るため、新規事業所の参入を
促し、地域相談支援（地域移行支援、
地域定着支援）事業所の確保等を図
り、支援体制の構築に努めます。

　利用者数は計画値を下回りました。
　なお、年度間で比較すると、利用者数
は増加しています。
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第５期いわき市障害福祉計画の進捗状況（地域生活支援事業）

Ｈ30 Ｒ元 Ｒ２

計画値 有 有 有

実績値 有 有 有

計画値 有 有 有

実績値 有 有 有

計画値 5 5 5

実績値 5 5 5

計画比 100.0% 100.0% 100.0%

計画値 有 有 有

実績値 有 有 有

計画値 有 有 有

実績値 有 有 有

計画値 6 6 6

実績値 1 6 5

計画比 16.7% 100.0% 83.3%

計画値 有 有 有

実績値 有 有 有

計画値 3 3 3

実績値 3 3 3

計画比 100.0% 100.0% 100.0%

計画値 21 21 21

実績値 24 25 20

計画比 114.3% 119.0% 95.2%

計画値 3 3 3

実績値 6 2 1

計画比 200.0% 66.7% 33.3%

１　必須事業

No 市実施事業 事業内容 項目
第５期いわき市障害福祉計画

2 自発的活動支援事業
　障がいのある方が自立した日常生活及び社会生活を営むことができるよ
う、障がいのある方、その家族、地域住民等が行う自発的な取り組みに対
し、補助金を交付することにより、共生社会の実現を図ります。

実施の有無 　計画通り実施しました。

実績の状況等

1 理解促進研修・啓発事業
　障がいのある方もない方も、ともに生きる社会を実現するため、授産製品
ガイドの作成及び障がい者週間記念行事の実施等の市民啓発事業を実施
し、障がいについての理解促進を図ります。

実施の有無 　計画通り実施しました。

3 相談支援事業

　障がいの種別に関わらず、障がいのある方等の福祉に関する各般の問題
につき、障がいのある方からの相談に応じ、必要な情報の提供や助言その
他の障害福祉サービスの利用支援、障がいのある方の権利擁護など必要
な支援を行います。

障害者
相談支援事業
（箇所）

　平成28年度に相談支援体制の見直しを実施
し、平成29年度から基幹相談支援センター及び
障がい者相談支援センターを設置しました。

基幹相談
支援センター
設置の有無

基幹相談支援
機能強化事業
実施の有無

利用者数は計画を下回りました。

5 成年後見制度法人後見支援事業
　成年後見制度における後見等の業務を適正に行うことができる法人を確
保できる体制を整備するとともに、市民後見人の活用も含めた法人後見の
活動を支援します。

実施の有無 　計画通り実施しました。

4 成年後見制度利用支援事業
　判断能力を欠いている障がいのある方が成年後見制度を利用する場合
で、申し立てを行う家族等がいない場合に、市長が代わりに申し立てを行
い、障がいのある方の地域生活を支援します。

利用者数
（人/年）

6
意思疎通支援事業
（登録手話通訳者派遣事業等）

　聴覚等に障がいのある方の日常生活及び社会生活における意思疎通を
支援するために、手話通訳者及び要約筆記者の派遣等を行います。

手話通訳者
設置数
（人）

　手話通訳者設置数は、平成28年度より増員
し、３名としています。
　登録手話通訳者派遣数と要約筆記者派遣件
数は、計画を下回りました。これは、新型コロナ
ウイルス感染症の影響により派遣件数が減少し
たものです。

登録手話
通訳者派遣数
（件/月）

要約筆記者
派遣数
（件/月）
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Ｈ30 Ｒ元 Ｒ２
No 市実施事業 事業内容 項目

第５期いわき市障害福祉計画
実績の状況等

計画値 21 21 21

実績値 32 41 29

計画比 152.4% 195.2% 138.1%

計画値 61 62 63

実績値 71 66 56

計画比 116.4% 106.5% 88.9%

計画値 200 238 284

実績値 88 65 72

計画比 44.0% 27.3% 25.4%

計画値 225 225 225

実績値 104 92 86

計画比 46.2% 40.9% 38.2%

計画値 9,020 9,291 9,570

実績値 8,650 9,109 9,117

計画比 95.9% 98.0% 95.3%

計画値 30 30 30

実績値 24 22 0

計画比 80.0% 73.3% 0.0%

計画値 20 20 20

実績値 11 12 13

計画比 55.0% 60.0% 65.0%

計画値 281 281 281

実績値 290 290 249

計画比 103.2% 103.2% 88.6%

計画値 2,280 2,280 2,280

実績値 2,303 2,269 2,042

計画比 101.0% 99.5% 89.6%

計画値 100 100 100

実績値 88 84 82

計画比 88.0% 84.0% 82.0%

計画値 4 4 4

実績値 4 4 4

計画比 100.0% 100.0% 100.0%

計画値 1 1 1

実績値 1 1 1

計画比 100.0% 100.0% 100.0%

計画値 0 0 10

実績値 0 4 0

計画比 ― ― 0.0%

7 日常生活用具給付等事業

　重度障がいのある方等に対して、身体介護を支援する介護・訓練支援用
具や移動などの自立生活を支援する自立生活支援用具、また、ストーマ用
装具などの排せつ管理を支援する排せつ管理支援用具など、日常生活上
の便宜を図るための用具（日常生活用具）の給付を行います。

介護・訓練支援
用具給付数
（件/年）

　介護・訓練支援用具は計画値を上回りました
が、それ以外の用具の給付は計画値を下回り
ました。
　なお、年度間にて比較すると、排せつ管理支
援用具は増加、自立生活支援用具及び情報・
意思疎通支援用具は減少傾向にあります。

自立生活支援
用具給付数
（件/年）

在宅療養等支援
用具給付数
（件/年）

情報・意思疎通
支援用具給付数

（件/年）

排せつ管理
支援用具給付数

（件/年）

8
手話奉仕員養成研修事業
（登録手話通訳者養成研修事業）

　聴覚等に障がいのある方のコミュニケーションの支援者となる手話奉仕員
の養成研修を行います。

手話講習会
修了者数
（人）

　手話講習会、ステップアップ手話講習会ともに
修了者数は計画を下回りました。
　手話講習会については、新型コロナウイルス
感染症の影響により全課程を年度内に終了す
ることが出来ず、令和３年度に基礎課程を繰り
越しました。

手話講習会
（ステップアップ）
修了者数
（人）

9 移動支援事業
　屋外での移動が困難な障がいのある方が外出する際にヘルパーによる支
援を行うことによって、障がいのある方の地域における自立生活及び社会参
加の促進を図ります。

利用者数
（人/月） 　利用者数及び利用量共に計画値を下回りまし

た。
　前年度と比較しても減少していることから、新
型コロナウイルス感染症の影響で利用を控えた
ことが要因の一つと考えられます。利用量

（時間/月）

10 地域活動支援センター事業
　障がいのある方へ、地域の実情に応じ、創作的活動又は生産活動の機会
の提供、社会との交流の促進等の支援を行い、障がいのある方の地域生活
支援の促進を図ります。

利用者数
（人/月） 　設置数は計画通りですが、利用者数は計画を

下回りました。
　新型コロナウイルス感染症の影響で利用を控
えたことが要因の一つと考えられますが、年度
間で比較すると減少傾向にあります。設置数

（箇所）

　計画通り実施しました。

12
専門性の高い意思疎通支援を行
う者の養成研修事業

　身体障がい者福祉の概要や手話通訳者の役割・責務等について理解がで
き、手話通訳に必要な手話語彙、手話表現技術及び基本技術を習得した手
話通訳者を養成研修します。

手話通訳者
養成研修
終了者（人）

　30年度に講師の養成を行ったことから、令和
元年度より養成研修を開始しましたが、令和２
年度は新型コロナウイルス感染症の影響で研
修を開催出来ず、実績がありませんでした。

11 障害児等療育支援事業
　在宅の重症心身障がい児（者）、知的障がい児（者）、身体障がい児の地
域における生活を支えるため、障がい児施設の有する機能を活用し、巡回
訪問・訪問健康診査等により療育機能の充実を図ります。

実施箇所数
（箇所）
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第５期いわき市障害福祉計画の進捗状況（地域生活支援事業）

Ｈ30 Ｒ元 Ｒ２

計画値 1 1 1

実績値 1 1 0

計画比 100.0% 100.0% 0.0%

計画値 26 28 30

実績値 16 18 18

計画比 61.5% 64.3% 60.0%

計画値 87 91 95

実績値 68 80 95

計画比 78.2% 87.9% 100.0%

計画値 8 10 12

実績値 0 0 0

計画比 0.0% 0.0% 0.0%

計画値 79 79 79

実績値 61 61 53

計画比 77.2% 77.2% 67.1%

計画値 3 3 3

実績値 3 3 3

計画比 100.0% 100.0% 100.0%

計画値 100 100 100

実績値 88 87 0

計画比 88.0% 87.0% 0.0%

計画値 100 100 100

実績値 95 78 24

計画比 95.0% 78.0% 24.0%

計画値 有 有 有

実績値 有 有 有

２　任意事業（地域における障害福祉サービスの提供状況や障害者等のニーズに基づき実施が必要と判断される事業）

Ｎｏ 市実施事業 事業内容 項目

第５期いわき市障害福祉計画
実績の状況等

1 知的障害者福祉ホーム
　現に住居を求めている障がいのある方に対し、低額な料金で、
居室その他の設備を提供するとともに、日常生活に必要な支援を
行うことにより、障がいのある方の地域生活の支援を行います。

設置箇所数
（箇所）

　令和元年度途中で共同生活援助（グループ
ホーム）へ移行し、その後新たな設置はありませ
んでした。

2 訪問入浴サービス事業
　家庭での入浴が困難な重度の身体障がい者の生活を支援する
ため、訪問により居宅において入浴サービスを提供し、身体の清
潔の保持、心身機能の維持等を図ります。

利用者数
（人/月）

　利用者数は計画値を下回り、利用量について
計画値どおりになりました。
　なお、年度間で比較すると、利用者数はほぼ
横ばい、利用量については増加傾向にありま
す。

利用量
（回/月）

4 日中一時支援事業
　障がい者等の家族の就労支援及び障がい者等を日常的に介護
している家族の一時的な休息のため、障がい者等の日中におけ
る活動の場を確保する事業です。

利用者数
（人/月）

　利用者数は計画値を下回りました。
　なお、前年度と比較しても減少していることか
ら、新型コロナウイルス感染症の影響で利用を
控えたことが要因の一つと考えられます。

3 点字指導員派遣事業
　点字の学習を希望する中途失明者に対し、点字指導員を派遣し
て基本的な点字指導を行います。

派遣回数
（回/年）

　令和２年度は実績がありませんでした。

　計画通り実施しました。

5
障害児支援体制整備
（児童発達支援センター
地域支援機能強化事業）

　児童発達支援センターにおいて、地域の障がいのある児童やそ
の家族への療育相談や他の障害児通所支援事業所への支援方
法の技術的指導等を行い、地域支援の強化を図ります。

実施箇所数
（箇所）

　計画通り実施しました。

6
スポーツ・レクレーション教室
開催等事業

　障がいのある方と地域住民が共に楽しめる各種レクリエーション
やスポーツ活動の場を提供することにより、障がいのある方の余
暇活動の充実や社会参加の推進を図ります。

わいわい塾
参加者数
（人） 　わいわい塾については、新型コロナウイルス

感染症拡大防止のため中止となりました。サン
アビスポーツ教室については、参加者数は計画
を下回りました。理由としては、新型コロナウイ
ルス感染症による参加の控えが考えられます。サンアビスポーツ教室

参加者数
（人/月）

7 点字広報・議会だより発行事業
　文字による情報入手が困難な視覚障がい者のために、点訳等
により市政情報等を定期的に提供します。

実施の有無
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Ｈ30 Ｒ元 Ｒ２
Ｎｏ 市実施事業 事業内容 項目

第５期いわき市障害福祉計画
実績の状況等

計画値 10 10 10

実績値 4 1 7

計画比 40.0% 10.0% 70.0%

計画値 ― 20 ―

実績値 ― 7 ―

計画比 ― 35.0% ―

計画値 10 ― 10

実績値 5 ― 6

計画比 50.0% ― 60.0%

計画値 20 ― 20

実績値 8 ― 0

計画比 40.0% ― 0.0%

計画値 ― 20 ―

実績値 ― 5 ―

計画比 ― 25.0% ―

計画値 9 9 9

実績値 4 6 1

計画比 44.4% 66.7% 11.1%

計画値 2 2 2

実績値 0 14 15

計画比 0.0% 700.0% 750.0%

8
登録手話通訳者等養成研修
事業

　聴覚障がい者のコミュニケーションの支援者となる要約筆記奉
仕員及び視覚障がい者のコミュニケーションの支援者となる点訳
奉仕員、音訳奉仕員の養成研修を行います。

要約筆記者養成
講習会修了者数

（人/年）

　すべての講習会において、修了者は計画値を
下回りました。
　なお、音訳奉仕者養成講習会（初級）は、新型
コロナウイルス感染症の影響により開催出来
なったため、実績がありません。

点訳者養成講習会
（初級）修了者数

（人/年）

点訳者養成講習会
（中級）修了者数

（人/年）

音訳奉仕者養成
講習会（初級）修了者数

（人/年）

音訳奉仕者養成
講習会（中級）修了者数

（人/年）

　補助件数は計画値を下回りました。

10 更生訓練費給付事業
　就労移行支援事業又は自立訓練事業にて訓練を受けている身
体障がい者に対し、訓練のために必要な費用を支給することで更
生意欲を助長し、社会復帰の促進を図ります。

給付件数
（件/年）

　給付件数は計画を上回りました。

9
身体障がい者自動車改造
・操作訓練費補助金

　自動車運転免許の取得及び自動車の改造に要する費用の一部
を助成することにより、就労や社会参加の促進を図ります。

補助件数
（件/年）
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第１期いわき市障害児福祉計画の実施状況

計画値 215 198 210 223

実績値 175 229 283 335

計画比 115.7% 134.8% 150.2%

計画値 1,491 678 706 735

実績値 639 772 1,166 1,398

計画比 113.9% 165.2% 190.2%

計画値 - 1 1 1

実績値 - 0 0 0

計画比 0.0% 0.0% 0.0%

計画値 - 1 1 1

実績値 - 0 0 0

計画比 0.0% 0.0% 0.0%

計画値 - 6 8 10

実績値 - 0 0 0

計画比 0.0% 0.0% 0.0%

計画値 - 24 32 40

実績値 - 0 0 0

計画比 0.0% 0.0% 0.0%

区分 サービス名 事業の内容
第1期障害児福祉計画

計画における見込量確保のための方策
計画期間中の
実績の状況Ｈ30 R1 R2

指標 H29実績

障
害
児
通
所
支
援

児童発達支援

未就学の障がいのある児童に、日常生活に
おける基本的な動作を指導、知識技能の習
得、集団生活への訓練、その他必要な支援
を行います。

医療型児童発達支援

肢体不自由（上肢、下肢又は体幹の機能障
がい）のある児童に、日常生活における基本
的な動作の指導、知識技能の習得、集団生
活の適応訓練等に加え、治療を行います。

利用量
（日/月）

利用者数
（人）

　障がいのある児童が必要な支援を受
けることができるよう、療育の場の充実
に努めます。
　医療的ケアが必要な障がいのある児
童が利用できるサービスについて、事
業者に働きかけるなど見込量の確保に
努めます。
　居宅訪問型児童発達支援の提供につ
いて、既存の児童発達支援事業所等へ
必要な情報提供に努めるなどして参入
促進を図ります。

　利用者数、利用量ともに計画値を上
回りました。
　なお、年度間で比較すると、利用者
数、利用量ともに増加しています。

　利用者数、利用量ともに実績はありま
せんでした。

利用者数
（人）

　利用者数、利用量ともに実績はありま
せんでした。

利用量
（日/月）

利用量
（日/月）

居宅訪問型児童発達
支援

重度心身障がい児などの重度の障がいのあ
る児童であって、児童発達支援等の障害児
通所支援を受けるために外出することが著し
く困難な障がいのある児童を対象に、障がい
のある児童の居宅を訪問し、日常生活にお
ける基本的な動作の指導、知識技能の習得
等の支援を行います。

利用者数
（人）
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区分 サービス名 事業の内容
第1期障害児福祉計画

計画における見込量確保のための方策
計画期間中の
実績の状況Ｈ30 R1 R2

指標 H29実績

計画値 333 445 516 599

実績値 385 467 548 639

計画比 104.9% 106.2% 106.7%

計画値 2,354 3,732 4,474 5,364

実績値 3,138 4,761 6,253 7,460

計画比 127.6% 139.8% 139.1%

計画値 15 2 3 5

実績値 2 10 8 15

計画比 500.0% 266.7% 300.0%

計画値 45 2 3 5

実績値 1 1 2 6

計画比 50.0% 66.7% 120.0%

計画値 440 484 569 653

実績値 404 396 443 483

計画比 81.8% 77.9% 74.0%

利用者数
（人）

障
害
児
通
所
支
援

放課後等デイサービス

就学している障がいのある児童に、学校授
業終了後又は休業日に、生活能力の向上の
ために必要な訓練、社会との交流の促進、
その他の必要な支援を行います。

保育所等訪問支援
保育所等に通う障がい児に、その施設を訪
問し、集団生活への適応のための専門的な
支援等を行います。

利用者数
（人）

　利用者数、利用量ともに計画値を上
回りました。
　なお、年度間で比較すると、利用者、
利用量ともに増加傾向にあります。

利用量
（日/月）

　障がいのある児童が必要な支援を受
けることができるよう、療育の場の充実
に努めます。
　医療的ケアが必要な障がいのある児
童が利用できるサービスについて、事
業者に働きかけるなど見込量の確保に
努めます。
　居宅訪問型児童発達支援の提供につ
いて、既存の児童発達支援事業所等へ
必要な情報提供に努めるなどして参入
促進を図ります。

　利用者数、利用量ともに計画値を上
回りました。
　なお、年度間で比較すると、利用者
数、利用量ともに増加しています。

利用量
（日/月）

利用者数
（人）

　障害児通所支援及び障害福祉サービ
スを適切に利用できるよう、新規事業所
の参入を促し相談支援専門員の人員
の確保を図るとともに、研修会や意見
交換会を開催するなど相談支援専門員
の質の向上及び平準化に努めます。

　利用者数は計画を下回っています。
　なお、年度間で比較すると増加してい
ます。

障
害
児
相
談
支
援

障害児相談支援

障害児通所支援を申請した障がいのある児
童について、障害児支援利用計画の作成、
及び支給決定後の障害児支援利用計画の
見直し（モニタリング）を行います。
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第１期いわき市障害児福祉計画の実施状況

Ｈ30 Ｒ元 Ｒ２

計画値 2 3 3

実績値 0 0 0

計画比 0.0% 0.0% 0.0%

Ｈ30 Ｒ元 Ｒ２

計画値 193 193 193

実績値 207 208 235

計画比 107.3% 107.8% 121.8%

計画値 6 6 6

実績値 10 6 17

計画比 166.7% 100.0% 283.3%

計画値 65 65 65

実績値 82 106 105

計画比 126.2% 163.1% 161.5%

●　医療的ケア児調整コーディネーターの配置

Ｎｏ 市実施事業 事業内容 項目

第１期いわき市障害児福祉計画
実績の状況等

1
医療的ケア児調整コーディ
ネーターの配置

　医療的ケア児が、地域において必要な支援を円滑に受けること
ができるよう、保健、医療、福祉、教育その他の関係機関等の連
携体制を構築することにより、医療的ケア児等の地域生活を支援
します。

配置人数
（人）

　研修受講予定者はいたものの、新型コロナウ
イルス感染症の影響で講習会が中止となりまし
た。配置の具体的手法について検討したもの
の、配置には至らず実績はありませんでした。

●　子ども子育ての支援等における体制整備

Ｎｏ 市実施事業 事業内容 項目

第１期いわき市障害児福祉計画
実績の状況等

1
保育所の利用を必要とする
障がいのある児童数

　子ども・子育て支援等の利用を希望する障がいのある児童が希
望に沿った利用ができるよう、保育所や認定こども園、放課後児
童健全育成事業（放課後児童クラブ）について、右記のように設定
します。

児童数
（人）

児童数は計画を上回りました。

2
認定こども園の利用を必要と
する障がいのある児童数

児童数
（人）

児童数は計画値を上回りました。。

3
放課後児童健全育成事業を
必要とする障がいのある児
童数

児童数
（人）

児童数は計画を上回りました。
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